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ルネ ァサ ン ス時代 の装飾 に ついて

辻会喜代太郎

ON RENAISANCE ORNAMENT 

By KIYOTARO TSUJIAI 

本舗はJレネッサンス時代 (AD.14-16)に用いられた建築，及び室内装飾について述べる。乙の

時代l乙は装飾技法も著しく発達し種々の文称主題も使用され，その上欧洲諸国にはそれぞれ特殊な伝

統と民族牲に依存して錯雑した装飾の変化が見られる。

E 

Jレネッサンス時代の装飾iは古くローマ時代にその起原を求めるべきである。その祖型となったロー

マ時代の装飾芸術の特質を形成していたと考えられるのはアカンサス葉飾 (Acanthusfo!iage)が

その大部分を占めでいた問。(第2図) 然かもローマ建築装飾K於けるアカンサスの主題の取扱い

方は，その表現の大胆さと自由さに於てζの葉飾が最もロー7 人の噌好lζ適応していたかの様に考え

られる。即ち， その主題を見るに小，C~ ， )健虫類，昆虫等を包含した大形のアカンサスを主題とした渦

巻文であり，乙れは未知の空間を充満する目的に使用され市して主に控壁，パネルK使用されていたω

文，葉飾の終末をもった全像又は半身像としてのキメラ，宣告，更には常lζ豊かに装飾された花瓶は左

右対称的な配列として又葉飾lζ使用せられた。 Trajan'sForumの有名なアカンサス渦巻文の装飾は

'Soft Leaved acanthus'.と呼ばれ標式的な例の一つである。(第5図)アカンサスは古典的な装

飾主題として鹿々見られる如くその渦巻のロゼット形は花状iζ且つ放射状lζ配列された acanthus-

leavesから形成されている問。(1.3.4図)

古代ローマの背銅製，銀製品lζ見られた或湿の装飾は AD.18591ζ Hanoverの HildesheimIC 

て発見された銀製の酒杯 (crator)IC見る如くその装飾は特に精巧であり美的なものといえる。更に

之等と同ーの喝所lζ於て見出された壁画と共にボンぺイ，及びへJレクユラナム出土の遺品は吾々に住

宅用装飾lζ関するローマ人の芸術とその技法とを考究するのに都合良い資料を提供したのである的。

即ち，それは背銅製品を主要な追品としたがボンペイの発掘品と壁画とはその形式に於て明かにロー
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mz図 Roman，Tcajan. 
第 1図 GreekAnthemion Ornament. 

第 3図 Rom印国que
chucch of Saint-GilIes. 

第 4図 Gothic，Motce Dame. 

第 5図 Renaiscence.Chucch of St. Mary. 

マ的と考えられるが，然し厳密には多くのギリシヤ的要素を包含している。 ζの乙とは一面，ロー7

人の愛好した装飾品はギリシヤ芸術家の手によって製作あれたが故である。

Titusと Diocletiansの Bath及びローマの Palatineの上にある Caesarの城廓はポンぺイ

のそれ等と問機な怪奇なものを主題と して装飾されていた。 之等のものがヴアチカンの Leggiaを装

飾する際に Raphaelと彼の弟子逮によって大き く進歩せしめたのである。ヒルガホ。果実，面の懸

葉，怪奇な形を示した主題，及び小鳥の飛行，更に光輝を放っている渦巻中lζ出入する小鳥の主題は

凡そ光iζ基づいた建築的な構成を示し，架空的な待性と風景を主題としたパネル，更に腰羽目，フリ

ース， 文壁面lζ捕かれた構図を示している。一般的lζ之等の装飾ICTempera絵具∞の特質の輝く

赤，緑，黄，紫，黒色で着彩されている。古代の怪奇な主題は凡そ地下室 の壁面iζ見出された故に

“Grottos"とも云われ，それは主にギリシヤの主題であった人像と結合した主題であったのである。

Raphaelとその弟子 Giovannida Udine (1487-1561) • Perino deI Vaga (15∞-1547)は

ローマで VilIaMadannaとヴアチカン Loggiaの装飾として架空的な観念を主題として完成して

いる。之等の“Grottesches"の Frescoは文， Temperaを使用した柱頭が多く，白地の上に種々

の変化にとんだ光線の鋭い色彩によって描写されている。その装飾-の或る部分は大混石粉末iζて檎図

をつ くった stucco例の浮彫法で仕上げられ， 所々に象桜が施されていた。 Giovannida Udine文

は彼がかく呼んだ "Ricamatore“は特にとの stuccoの作業lζ秀でた技法を表わした。更に文，動

物と小鳥の主題の素描Iζも優れた手法を見せている。彼と他の秀でた芸術家であった Primaticco，

Mantuaは貴族の住宅の装飾iζ於いて 同様な種類によって，巧妙にその装飾的価値を高めている。

( 26 ) 
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Giulio Ramanoを援助した作家は Mautuaであり ，その構図中の主要部分の人像の制作を担当して

いる。その作品はイタリヤの装飾の良い例に多数見られ，イタリヤと仏国の住宅及び教会iζ於て，木

製，大理石製lζ於て屡々見出し得るのである。南ケシン トン地)jlζ文多くの例が見出され，而して其

のイタリヤ設飾の例は Raphaelの錨いた挫壁と又他の絵画的な装飾iの例の中iζ優秀な模写が見られ

るのである。之に加うるにルネッサンス時代に拙かれた装飾の例として花瓶がある。今ζζiζ引証す

る必要性とその形式の例としては建築的な装飾を表わしたものが特に注目される向。 15世紀は 'Qua-

ttrocento (14∞)といわれた時代であり，広汎に亘って愛好された裂飾としては DonateJlo (1386 

-1438)によって意匠化された美的な小形の控壁をあげる乙とが出来る。即ち.フロレンスの Bap-

tisteryの Ghirbert'sの官銅製の扉は建築の装飾的な排列を試みた自然的な形式の使用を示したも

のである。而して~施 (Tabernacle) は Cinquecento (1500)時代の粗野な便宜的と装飾の有し

ている自然的な形式との使用についての進展を暗示していたものといえる。 Lucadella Robbia 

(14αト 1481)も文 Donatelloと共にとの時期に活躍した有能な工匠の一人であった。而して，

Brioscoとよばれた Riccioは文，ペニス地方の貴族の邸宅の装飾を担当した工匠であった。

Cinquecento (15∞)は16世紀の芸術形式に特に附与された名称である。 ζの燦かしい時代lζ活路

した工匠は十指を超える 数に及んでいる。而して，ζの時代には多くの古代の記念碑が次々と明か

にされ，古代人の英が当時の人々に異様な注意を喚起せしめている。而して，Michal Angeloを初

めとしてイタリヤ芸術家は凡てとれに刺激された結果，古代芸術の理解と彼等の独創位の発俸に益々

努力を傾注せしめたのである。 Cinquecento時代iζ見られた装飾窓慾は Byzantine形式を路製し

たと考えられた Quattrocentoの純粋な芸術から今や全く解放され，古代lζ存在した優れた何物をも

修飾し.凡ゆる方法によって枝写されたのである。而してその設法iζ於ては従来iζ見ない程度にまで

洗錬さを加へたのである。

Raphael によったアラベスクとヴアチカンの開廊に見られた装飾は彼の弟子が， その粗野な，不

合理lζ充ちた又不可解な趣味をもって意匠した乙とに閲してはとこに若干の酷評を加えるべきであろ

う。今，全体として之を見る!と彼等は怪奇な装飾をもってポンペイ風な不合理に決定的な改良を加え

た。而して彼等はその熟錬した業描力と円熟した技法をもって仕上げ，確かに他と区別しているので

ある。 VillaMadonnaと Mantuaの貴族邸宅に表わした装飾iζ於て後世の補正は疑うととなく窓

匠の不釣合は少なく ，その上ヴアチカンの控壁のものよりも更に技法が洗録されてはいるが然し，彼

等は後者の新鮮さとその描法の気力とに関しては確かに欠如していた乙とは争えない事実である。

例えば装飾について云われたー弱少な茎は重い泌を支持するのに使用せられるだろう。即ち，五年い弱

い茎は恰かも弱い拙物の茎の如く拙かれるべきであるという其理は常に正しい。而して，樹木の強い

校を表わすために怖いたものよりも;L'.，Uζ弱く表射している，その上，若しも，薄い茎が重い塊を支持

しているならば，強く描かれるべきであろう。而してその袈飾lζ於て欠如した対照の必要性を又附与

する乙とに有益と考えられる。而して乙の事実は彫刻された作品又は建築形式に於て除外されるが絵

図的装飾に於ては一面明かにi民主されるべき事実である。

Cinquecento時代の工匠遥はローマ時代の工匠迷より秀でた技術を所持していたと思われる。 16

( zl ) 
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世紀の彫刻的な装飾の例について見るに意匠とその仕上げの技法の巧妙さは正に芸術史の如何なる時

代にも優っていたと思われる。表現の方法としてもロマネスク，ゴシック的な怪奇な然かも超自然的

傾向は順次消失し正常的な写実的表現を重視したζ とは乙の時代の共通的な装飾理念でもあった。現

在の意匠lζ於いて，所調，傑出した人々が全くこの理念と同調しないのは寧ろ不思議な現象というべ

きである。多分，乙れに対しては疑問の生じないのは当然であろう。勿論，疑問を起さうと考へな

い。即ちその無限の優秀性を獲得するまでに如何に困難性が板強く作用しているかを見出そうとしな

いからである。多分，それを製作した人々と共に消失したものであり，何分その形式は安価な野卑な

ものと考えたからである。然し， ζれは16世紀の工匠が認識し得なかったととであり，吾々もかかる

消失した形式の産出を意識しなかった乙とに基因している。凡ゆる手段に訴へて，その個有の形式に

対して独自性を把握する必要がある。

Cinquencentoの時代の装飾に於いて，吾々は植物，動物，又意匠化された対象物一花瓶，燭台，

武器一lにζ於て見出し得る偉大な変化は古代の装飾品lにζ表されたものより

iにζ注意すべきである。アカンサス，蔓草，様等の葉飾の主題は所謂 AcanchoidLeafage.の一般的

形式lζ於て凡そ単純化された獅子，山羊等の動物をも屡々その構図中iζ表現しているのを見出す。更

に又 Foliatedendingを形成しているある種の構図は極めて調和した花瓶，燭台の形式で製作され

ていたととを知る。更にロゼットを伴った斜子文様も時には使用された。而してイタリヤlζ於てはア

カンサスの主題を要約し，之を文ギリシヤの忍冬文形式の帯状形式に要約したのである。かのぺニス

iζ住んだ Lambardi一家は当時のかかる形式を彫刻的に表現した工匠であった。更に Pietrothe 

elder (1481) はラベンナの SanFrancesco にある Danteの墓を設計した工匠であり，彼の畢生

の努力は彫刻的な装飾技法の研究であり彼の息子 Tullio.Antonio にその技法が継承されたのであ

る。その作品の主なるものはペニスにある Santa Maria de Miracoli教会の装飾である。特に

Tullioは一般彫刻作家としても傑出した技法の持主であったと伝へられている。装飾彫刻の分野に

ては当時の最高地位を獲得した。 MartinoLombardiは Tullio1<::助力を受けその装飾を完成した

という。尚，彼は文，ペニスに在る scnda disan Marcoを建立した人であり，当時の装飾彫刻

の最上の好例は Corpodicristo (15却)の教会にある Martinengo横墓の装飾に見られた。 市し

てその装飾は Lambardiの手法に極めて類似しているが然し作者は現在来知とされている。多分

Lambardi 1<::所属した作者のものであると推測して誤りはなかろう。

仏国l乙於ける Cinquecento時代の純粋を例の一つはノfりに在る St.Denisであり.Louis XJ[ 

によって建立された記念碑の控墜に施された装飾である。多分，それは JeanJustと Francois

Gentil によって制作されたものと考えられている。 乙の装飾は人像を主題としたものである。仏国

に於ける他のJレネッサンス期の装飾形式は 'HenryDeux style(S). と云われたものである。之は主

に戸口のパネルlζ示されたものであり，その天蓋と交錯した作品と楯の主題はこの装飾の特性を形式

的に結合した。王のHの頭文字と鋭い狩猟神 Dianaの三日月の腕は屡々当時の楯の主題として使用

されていた。乙の 'HenryDeux style，は jeanGoujonと Jeancousin によって広く豊族の邸

宅の装飾として使用されている。

( 28 ) 
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Elizabeth時代の装飾は文英国lζ於けるJレ才、ッサンス時代の装飾の一般的形式であり，それの特性

は Strap-work(総状装飾) といわれた。 而して動物面，ロゼッ ト形の人像と獅子とから構成した

怪物，半獣半人像を排列し繰形の変形形式と僅かの葉直前をもって構成されたものである。乙の一例は

Old Guard chamber. Westminster (1600)寺院のパネJレに於て見られた。それは又後世に使用さ

れた多数の家具と当時の織物に著しく 目立って表わされた Saracenicの装飾に強い影轡を与えてい

る。文，栃の作品は 'Jacoban (J ames 1)形式聞に於いての様に純粋な Elizabethan装飾の特性

ではなかった。 CremeHall. cheshire IL見られた石迭の彫刻を施された栃飾は LnigoJoneの手

によって制作されたものであるとされた。之がそもそも Jacoban形式の楯飾の始原となっている。

乙の形式はとの時代iζ屡々彫刻された木製家具にその最上の例がある。而して，夫等と Elizabethan

装飾は更に多種な変化にとみ，パネルと他の部分の配列は時に平面的lζ苦手孔した表現によった矩形の

strap-work(IO)の純粋な形式を構成したのである。それは又.Hard wick Hall (11). Haddoll Hal! 

等lζ施されたものである。又，他の種類は人像と動物とを有した変化性にとんだ曲線なものであり，

現在，ケシント ン博物館にある外面の oldhouse にその例証を見る乙とができる。更に他の極類は

矩形lζ彫られたか文は曲線によって卵形となった宝石の紋作と恩われた小形のパネルiζ小形の空間を

有した渦巻持送である。

他面，英国にてはがI述した形式と趣きを異にした古典的な形式としてのイオニア， ドリア，コ リン

ト形式の柱，歯飾，卵形，舌状形も屡々使用されていたのであり，主に天井装飾iζはバネJレと繰形と

か使用されているのが通例であった。との点iζ関しては古典的というよりも寧ろ Gothic的装飾κよ

り酷似していると思われる。

Jレネッサンス建築の特性とした怪奇によんだ装飾の若干は文オランダlζても盛んに使用され，ある

Elizabethan形式の "Boltand loch“の典型であったと思われたものも独固にでも盛んに使用され

ていたのである。

E 

要するにJレオ、ッサンス時代の装飾iζ於てその装飾主題は明かに古代ギリシヤ，ローマー更にロマネ

スク，ゴシック建築に鹿々使用させた凡ゆる主題を踏襲していたものであるが，その手法として当時

異常な発展をとげた純粋絵画の影響を受けて著しく絵閥的主題を尊重した ζ とが特質となり，その上

技法lζ於ても Mosaic. Metal. Glass.更に Sigraffitoといわれた乙の時代独得の技法さえ現出

するに至ったのである。而して，乙の時代の装飾は一面主題を超自然的に誇張したゴシッ ク時代と異

なって， 自然的な形態iζ於て主題を表現しようと企図した所調写実的な傾向が注目される。 ζの傾向

は純粋絵画の発展と緊密な関係にあったことに由来している。

乙の綴な古代ギリシヤ以降の装飾主題，技法が一応，挫築的構造の発展と相呼応してノレ才、ッサンス

時代に完成されたものと考えられる。

( 29 ) 
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( 1) Richard GI田 ier:“AManual of Historic Omament"， P25. 

(2)同上 P26. 

(3)同上 P 13， j. Ward:“Historic omamentヘVol，1I， Pl. 415. Acauthusは GreekIζては主要な装

飾主題となり，その愛知ま常lζ平面白百である。 p1.5.

(4) R. Glazier:“A Manual of Historic omament"， P.29. 

( 5) Renaissance 時代lζ創始された技法であり，鉱物質絵具を卵貨を線材としたものである。色調に明るい美し

さをもっている。

(6)漆喰と同様な技法であり，ζれと類似した技法に，Sigiratfito.というのがある。 ζれは壁面に漆喰を塗り.

その表面iζ主題を線彫し，その線tζ着色した粘土をつめて他の部分を扱き落し主題を表現するという一種の

造販法である。

(7) Lethaby. : Mediaeval Art， PP.125-129. (1911) 

H PP.155-158. 

( 8) Henri lV時代には精巧な浮彩，渦巻文様， 紐状文様の装飾が発展し.yff及した。特iζ陶綴の文様として，円

形，交錯した幾何学的形式文様を重要視した。

( 9) Jacobean形式は建物の平面と立面に於て規則正しく対称形をもっており，その代表的なものは.Char lecote 

(1お8)，Longleat (1日7).Kirby HaU (157ふ-85)， Montacute (1580)， Wallaton Hall (1580--S8)で

あり，長い Galleriesと多くの矩形の窓をもっている。

(10) Strap-work.英国lζ於て好んで一般的なものとして使用されたものであり，植物主題を曲線的』ζ恰も紐状Ir.

自由IC.交錯した緩式をいう。

(11) Hadwich Hal1の装飾主題は狩猟神の Dina女神とその一族が樹木と薬飾iζ間続きれた情景を表わしたもの

である。そのフリースは高さ11択であり，それは低浮彫で縫成され，Tempera ILて賦彩されている。

SUMMARY 

The motif of Renaissance ornament included all kinds of those often used in 

Greek， Roman. Romanesque and Gothic architecture. But it is worthy to notice that 

the pure painting， which had developed in the period， had its influence on the tech-

nlque. 

Renaissence tecnnique， moreover， is found in Mosaic， MetaI. Glass and especially 

in "Sigraffito“. The ornament of the period. however， is diffenced in a way from Gothic 

ornament (the motif of which is exaggerated supernaturally)， and has the tendency of 

Realism which aims to express natural forms. 

Thus， in the period， ornamental tecnnique bigining in Greece was completed with 

the development of architectural technique. 

( 30 ) 
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